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井戸謙一・弁護士

美浜３号機運転差止仮処分裁判をめぐって
スピーチの要旨

弁護士の井戸謙一です。今年の6月21日、大阪
地裁に老朽美浜3号機の運転禁止を求める仮処
分の申し立てをしました。私はその弁護団の一員
ですのでそのご報告をさせて頂きたいと思います。
40年を超えた原発というのはすでにたくさんあ
るんですね。で、ほとんどの電力会社は40年後の
原発の稼働を諦めました。諦めなかったのは4機、
日本原電の東海第二原発と関西電力のこの3機で
す。この中で日本原電の東海第二原発は水戸地裁
の運転禁止の判決がすでに出ていて、すでに傷を
もつ身になってます。え～、関電のこの3機はまだ
傷をつけることが出来ていない。ところでこの4機
が40年超の運転ができるかどうかというのは極め
て重要です。何でかというと、日本の大部分の原
発はすでに30年前後運転期間が経過してるんで
すね。これらの原発が40年超の運転を目指すのか
どうか、各電力会社はこの先行する4機がスムーズ
に運転できるのかどうか、注視しています。これを
許可したとなると、我も我もと40年超の許可申請
をすると思います。
しかしこれが上手くいかない、規制委員会が許可
を出したとしても、これを市民の力で、あるいは司
法の力で、運転できないということになれば、他の

電力会社、これから運転しようとしている電
力会社は、40年超の運転を断念することに
なるでしょう。
そうするとあと10年も経てばですね、日本
には動かせる原発がごくごくわずかになりま
す。その時に原発ゼロを実現できるかどう
か、ということについてこの4機がスムーズ
に運転できるかどうかというのは分水嶺な
んですね。
それで‘運転させない’ということで市民の
みなさまがいろんな試みをしてこられました。
集会でも、ハガキ（の郵送）、署名（活動）、な
かには、中嶌哲演さんは断食までされまし
た。とにかくやれることは何でもやろう、と考
えた時に、まだ何かやれることがあるんじゃ
ないかと、この3機について〇〇訴訟は継
続していますが、仮処分申し立てというのは
過去になかったんですね。じゃあ仮処分申
し立てをしようということで、それで緊急に
止めようということで6月21日、申し立てを
することになりました。
すでに3回も期日が開かれましたし、我々
はできるだけ裁判所に分かりやすい論点と
いうことで６つの争点を提起しています。そ
のうちの１つについてご報告させて頂きます。
美浜3号機というのは活断層の巣の中に
あります。すぐ東側1キロの所に白木－丹生
断層があります。そして西側２～３キロの所
にC断層があります。しかもC断層というの
は東側に傾斜していますので、美浜原発の
直下を走っています。
ところで新規制基準は、震源が敷地に近
い場合に、基準地震動を策定する場合には
特別の考慮をしなければならないと定めて
います。で、我々は関西電力が美浜３号機
について特別の考慮をしていないと主張し
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ました。これに対して関電がどう反論してくるか
注目してたんですが、「特別の考慮はしてるん
だ」と言ってくるのかと思ってたらそうではなく、
「特別の考慮はする必要はないんだ」と言って
きたんですね。どういうことかと言うと、関電が
特別の考慮をする必要があるのは、原子炉建
屋と活断層の間が２５０ｍの場合、美浜はです
ね、東は1キロ西は２～３キロですから、これは
特別考慮をする必要はない、というのが関電の
主張です。
これには驚きました。これはもう簡単に反論で
きます。争点は極めて単純です。新規制基準が
特別の配慮をどの程度に求めてるか、２５０ｍな
のか、２～３キロはそれに含むのか含まないの
か、極めて単純な設定です。これについては当
然議論で我々は勝てると思っています。
決定はですね、来年10月が再稼働予定です
のでそれまでに出すように裁判所に求めていま
すので、おそらく来年の夏くらいまでには出ると
思います。結論がどう出るか分かりませんけれ
ども、関電が追い詰められてる、というのは間
違いないと思います。
であとは裁判所に、裁判官に決断をさせる、
それが何の力かというとやはり運動の力かと思
います。市民の力だと思います。裁判官が仕事
を離れて1人の市民になった時に、「やっぱり老
朽原発は運転してほしくないよな」という風に思
わせられるかだと思います。それから‘とめる’
という決定をしたときにそれが裁判所の、裁判
官の突飛な判断ではないと、だって市民のほと
んどが‘やだ！’って言ってるじゃない、ていう
風に裁判官が言えるような、そういう運動を盛
り上げていく、世論を盛り上げていく、それが最
後に裁判官の背中を押すことになるんだと思い
ます。
これから10月までまだ1年弱ですね、まだ期
間があります。この間にさらにさらに運動を盛り

上げてですね、ぜひこの美浜3号機の再稼働
をストップさせていきたい、それはいける、と思
います。ありがとうございました。

草地妙子さん
（老朽原発４０年廃炉訴訟市民の会）

名古屋地裁の老朽原発廃炉訴訟
スピーチの要旨

みなさんこんにちは、名古屋からやってまい
りました。40年廃炉訴訟の草地と申します。
今、名古屋では一審で約5年半闘いが続いて
おります。老朽原発に出された延長認可の運
転の取り消しを求め、廃炉を求める裁判です。
ここにきて争点を4つに絞りまして、そのそれ
ぞれについてまとめの署名を提出すると、とい
う段階にきています。ようやく判決への道筋が
見えてきたというところです。
で、その４つというのは、地震、火山、使用済
み燃料の問題などそして老朽化の問題です。
で、すべてにおいていかに規制委員会の審査
がずさんかということを明らかにしてきました
けれども、実際のところはずさんなんてもの
じゃなくて、審査すらしていないんじゃないか、
というところが本当のところだと思います。以
前にですね、規制委が原データを見ることもな
く、原子炉の老朽化に対する審査でOKを出
していたということについてここでお話しさせ
て頂いたことがあります。
で、そもそもそれがなぜ分かったかというと、
関電がデータをまったく出そうとしないもので
すからでは、国が持ってるんだったら国が出し
て下さいと求めた時に、「いや、そんなデータ

なんて見てもないし、持ってもないし、見なくても
大丈夫だしそんなのいちいち見ていられない」と、
開き直る態度が裁判で明らかになったわけです。
で、とにかくまずデータを出さないということが
今後、審査においてまかり通ることがあってはな
らない、ということで裁判所の命令でその原デー
タを出させようという申し立てをしてずっと待っ
ていたんですけれども、それが先日の期日の時
にですね、関西電力が一部データを出すという
風に言いました。一部です。「一部ってなんやね
ん」、って言いたいところなんですけれども、裁判
所の方から働きかけがありまして、任意で一部
なりとも関西電力がデータを出すということは今
後の裁判においても審査においても一つのプ
レッシャーになるんじゃないかということで、出さ
ない部分の説明は求めていきますけれども、一
つの意味があったんじゃないかという風に弁護
団では受け止めています。
そのデータが出てくる、関電がデータを出すと
言ってくるまで私たちも何もしないわけにはいき
ませんから、裁判所の前でチラシを配りました。
裁判所職員に向けて裁判官に届くようにと、裁
判官は、裁判所は、事実を明らかにする必要が
ある。それに対して私たちは期待しているんだ、
ということを示すチラシを一生懸命配りました。
法廷内では意見書を提出し、法廷の外ではそ
うやってアピールすると、法廷の内外で活動が併
さって裁判官を動かしていくということは、本当
に大切なことだと今回改めて思わされました。
で、データが出てくるのはいいんですけれども、
でもそもそも私たちが問題にしているのは、規制
委員会がデータすら見ずに、見なくてもいいんだ
と開き直っているその態度がきにくわないわけで
すから、歌みたいですけど（♪開き直るその態度
が気に入らないのよ・・・・♪）。裁判所にはそこを
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判断してもらいたいと思いますので、これから
もアピールを続けていきたいと思います。
とにかく今、裁判で明らかにしていくべきなの
は、基準とか規制委員会の審査っていうのは、
20年延長のハードルにもなんにもなっていな
い、20年の延長をさせるための装置として機能
している、ということをはっきりさせて、そういう
規制委員会に対してNO！を突きつけることだ
と思います。そして40年ルール、しっかり守ら
せて、20年延長の例外を認めない、そういう脱
原発に向けて大きな1歩を歩めるように勝利を
勝ち取りたいと思っておりますので、今後もみ
なさんと共に頑張りたいと思っております。あり
がとうございました。

原発賠償関西訴訟団のみなさん

スピーチの要旨
原発賠償関西訴訟団です。今日は発言の機
会を与えて下さりありがとうございます。事故
から10年が経過しましたが、今日は実際に避
難をした私たち原告がアピールさせて頂きま
す。今日はかんのみずえさんに話して頂きます。
こんにちは、今日はありがとうございます。い
つも原発賠償訴訟の応援、ありがとうござい
ます。今日は京都訴訟のたくさんの署名に答
えて下さりありがとうございました。私たちはこ
の前の東電の原発事故によって裁判を起こす
側になってしまいました。どこから避難したか
は問題ではありません。原発事故は、何がい
けないかって言ったら被ばくなんです。ただ自
分が爆発して燃えてくれてるんだったらそれだ
けでいいんですけど、私たちはそこから出る被
ばくが問題なんだと訴えています。そしてこの
被ばくは福島だけの問題なのではありません。
放射能のプルームが、「おっとここは県境！」と
言ってひっくり返して行くでしょうか？ そんな
ことはあり得ない、国も東電も被ばくの害につ
いては福島だけです。そして私たちはどれだけ
被ばくしたかも知らされていません。私はあの
時に、14日に、10万CPMに引き上げられたカ
ウンターで、10万CPMで針が振り切れました。

あり得ないことです。県民は何も知りません
でした。それまで1万４０００CPMだとばっかり
思ってましたけれど、振り切れたのは10万
CPMで上限が分からない。でも誰もそれを
証明してくれないんです。名前も聞かなかっ
た。ただ‘通って良し’です。その１０万CPMの
上着を脱いだら通って良しです。そうしますと
福井の原発が事故ったならば、この関西一円
はみなプルームが流れてきます。
東電の原発事故は海に向かって８割が流れ
ました。でも、8割が国土に向かって吹くのが
福井の原発です。もう、今日事故が起これば
明日、みなさんは私です。それが被ばくという
ことです。
ところが国も被ばくについて何も言いません。
原発は避難所が無くては動かせない、という
のはご存知と思います。お釈迦に説法だとも
言いますけども、なぜ避難所がなくては動か
せないんでしょうか。それは被ばくの危険があ
るからです。そのことをぜひ分かって頂きたい
と思います。原発はなぜ動かしてはいけない
のか、簡単です、被ばくするからです。そして
それは臭わない、色もない、味も無いんです。
‘明日はあなたのこと’、それを精一杯訴え
て裁判をしていきたいと思います。宜しくお願
いします、ありがとうございます。

首都圏から
再稼働の阻止ネットのメンバーと今日は首都
圏から東京を中心に12人名で参加しております。
私はたんぽぽ舎の柳田です。今日ここに右の所
に横断幕を掲げましたが、実はぜひ、関西の老
朽3原発と同時にですね、この敦賀の原発も廃
炉に追い込もうと、併せて東海第二原発も廃炉
に追い込もうと、そういう主旨で来ました。
今日は阻止ネットのメンバー12名のお名前だ
け紹介します｡こちらは中村さん、水野さん、酒
井さん、それから石川から見えた藤岡さん、テン
トの木村さん、あとテントの堀江さんが来てます。
一緒に頑張りましょう！

柳田 真さん
（たんぽぽ舎）
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山田和秋さん
（とめよう！東海第二原発首都圏連絡会・世話人）

東海第二原発の地元から
みなさんこんにちは、ごくろうさんです！私
たち、‘とめよう！東海第二原発首都圏連絡
会’は毎月1回、日本原電と東電に抗議行動を
行っております。毎月1回やってるんですけど
も、今回私たちが一番問題にしているのは、東
海第二原発が、破局をした場合にはですね、
茨城県から静岡県にまで被害が及び、死者は
８００万人と言われてるんです。こんなことを絶
対許してはならない、という風に思ってます。
そしてさらに、みなさんご存知のように、
2021年3月には東海第二原発差止訴訟の水
戸地裁の判決がありましたよね。そしてこの
‘再稼働を認めない’という判決がありました
ね、にもかかわらずですよ、今、日本原電はこ
のオンボロ原発を動かそうとしているわけで
す。私たちはこれに絶対に抗議をしよう、そし
てさらに敦賀原発2号機でもって８０か所の
データ改ざんをやったわけです。しかもこの改
ざんをですね、自分たちは全く知らなかった、
とまことにふざけたことを言っています。
そして原子力規制委員会からも、この原子
力規制委員会っていうのは権力側のものです
よね、そこからも再稼働の申請を取り下げろと、
いうようなことを言われてるんです。にもかか
わらず、この東海第二原発とそれから敦賀原

発を動かそうとしております。我々はこれに対
して断固として抗議をしておりますが、市民の
抗議は非常に活発で今、‘東海第二原発いら
ない！首都圏ネットワーク’を形成しまして、各
地で同時行動を一斉にやろうということで、9
月11日には1都8県４６団体・個人が参加して
一斉行動を行いました。そしてもうこれ以上原
発を許さない、という抗議行動をやっておりま
す。
で、この日本原電がふざけてるのは、2011
年から8年間ですね、一度も発電したことがな
いわけです。にもかかわらずですよ、1兆円も
の収入があるなんてこんなふざけたことありま
すか？、もうヤクザみたいなもんですよね。何
にもないのに1兆円も収入がある。しかもその
お金はですね、日本の電力会社がみんな負担
しているわけです。ていうことは我々が負担し
ているということになります。
ですからもうこれ以上、日本原電のわがまま
を許さない、我々はこの行動を原発がなくなる
まで続けていきます、宜しくお願いします！

西村しずえさん
（脱原発市民ウォークinしが近江八幡2021）

関西（滋賀）の市民団体から
みなさんこんにちは、滋賀県の近江八幡で10
月からデモを始めた呼びかけ人の1人、西村しず
えと申します。今回はこの機会を頂きましてあり
がとうございます。まだまだ個人まりとした集ま
りなんですけれども、何としても未来の子供たち
のために必ず原発を止め、廃炉につなげていく
ために声を上げ続けて参ります。
建物の老朽化とともに、被ばくの危険性を語り
ながら子供も一緒に歩いて訴えていける場所に
しようと、これからの運動を引き継ぐ世代として、
これまで力強い運動をこのように続け、原発を
止めて下さった方々と共に進めていこうと思って
おります。少しでも滋賀の近江八幡に心を向け
て頂けたら大変心強く思います。
次回は12月18日2時開始です。近江八幡駅か
らの出発になります。どうぞ宜しくお願い致しま
す。
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日本原子力発電(株)敦賀事業本部への申入書受け渡し
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その申入書


